
受賞おめでとうございます

　小松市文化賞は、昭和39年に創設され、芸術、産業、経済など
幅広く文化の発展に尽くし、活躍された人に贈られます。 広報秘書課　☎24・8000

問い合わせ

や
ま

も
と

ま
さ

ゆ
き

　寺
島
さ
ん
は
中
学
校
で
教
壇
に
立
つ
傍

ら
、
独
自
に
宝
生
流
の
能
楽
を
学
び
、
仕
舞
、

謡
と
共
に
囃
子
の
腕
も
磨
き
、
歌
舞
伎
指
導

の
基
礎
を
築
か
れ
ま
し
た
。

　市
中
学
校
文
化
連
盟
が
行
う
中
学
校
古
典

教
室
の「
勧
進
帳
」立
ち
上
げ
の
時
に
携
わ
り
、

そ
の
後
も
持
ち
前
の
技
量
を
生
か
し
た
指
導

を
さ
れ
て
現
在
に
至
り
ま
す
。

　ま
た
、「
歌
舞
伎
の
ま
ち
小
松
」の
主
要
事

業
の
一
つ
で
も
あ
る「
日
本
こ
ど
も
歌
舞
伎
ま

つ
り
in
小
松
」に
は
、
平
成
11
年
の
第
一
回

か
ら
子
供
歌
舞
伎「
勧
進
帳
」の
上
演
に
関
わ

り
、
中
心
的
な
役
割
を
果
た
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
初
は
、
長
唄
・
囃
子
方
の
指
導
の
み
で
し

た
が
、
途
中
よ
り
振
付
指
導
も
行
い
、
現
在

は
総
合
的
指
導
者
と
し
て
唯
一
の
存
在
と
な

ら
れ
て
い
ま
す
。

　加
え
て
、
平
成
22
年
に
は「
こ
ま
つ
歌
舞
伎

未
来
塾
」の
指
導
方
と
な
り
、
長
唄
・
囃
子

方
の
後
継
者
育
成
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　所
作
・
技
能
だ
け
で
な
く
、
礼
儀
作
法
や

心
得
も
含
め
た
伝
統
芸
能
の
す
ば
ら
し
さ
を

子
供
達
に
伝
え
る
な
ど
、
歌
舞
伎
の
指
導
を

通
し
て
市
の
文
化
振
興
に
大
き
く
寄
与
さ
れ

て
い
ま
す
。

令和
6年度

は
や
し

歳出額（A） 人件費（B） 人件費率（B/A）

515億9,936万円 59億6,633万円 11.6％
※人件費には、退職金、共済負担金、特別職・議員に支給される給与・
報酬などを含みます。

区　分 平均年齢 平均給料月額

一般行政職 43.5歳 330,883円

※職員数は、総職員数から公営企業等会計部門を除く、令和5年4月1
日現在の人数です。職員手当は退職手当を除く額です。

※一般行政職は、税務職、医療関係職、福祉職、消防職、企業職、技
能労務職、教育職を除く職員です。

高校卒 166,600円 226,200円 288,250円 341,100円 373,100円

大学卒 196,200円 257,377円 354,329円 385,200円 400,870円

区　分 初任給 経験10年 経験20年 経験25年 経験30年

※職務の級などに応じた加算措置があります。
※このほか、扶養手当、住居手当、通勤手当、特殊勤務手当な
どを支給しています。

区　分 月　額 期末手当

給
　料

市　長 945,000円

3.40月分

副市長 774,000円

教育長 666,000円

議
員
報
酬

議　長 620,000円

副議長 550,000円

議　員 520,000円

区　分 内　容
6月期 12月期 合計

期末手当 1.225月分 1.225月分 2.45月分

勤勉手当 1.025月分 1.025月分 2.05月分

勤続20年

勤続25年

勤続35年

最高限度

自己都合 定　年

19.66月分 24.58月分

28.03月分 33.27月分

勤続年数

39.75月分 47.70月分

47.70月分 47.70月分

職員数
令和6年度

区分
部門

対前年
増減数令和5年度

366
126
132
624
422
18
12
31
483
1,107

360
124
133
617
425
18
12
32
487
1,104

-6
-2
1
-7
3
0
0
1
4
-3職員数合計

下 水  道
そ の  他
小　 　計

一般行政

小　 　計

水　 　道

消　 　防

普
通
会
計

病　 　院
公
営
企
業
等

教　 　育

1人あたりの平均
給与額（B/A）

624人 37億0,302万円 593万円

職員数（A） 給与費計（B）

1.人件費の状況 ［令和5年度普通会計決算］

2.職員給与費の状況 ［令和5年度普通会計決算］

3.職員の平均給料月額 ［令和6年4月1日現在］

5.職員手当の状況 ［令和6年4月1日現在］

7.職員数の状況 ［各年度4月1日現在］

※小数点第2位までを記載しています。

(単位：人)

市職員の給与と職員数をお知らせします

6.特別職の給料・報酬月額 ［令和6年4月1日現在］

（2）退職手当

問い合わせ　人事育成課　☎24・8021

4.一般行政職の初任給および経験年数別平均給料月額 ［令和6年4月1日現在］

（1）期末・勤勉手当

伝
統
芸
能
の
す
ば
ら
し
さ
を

次
世
代
へ
伝
え
た
い

寺
島

　浩 
さ
ん
（
丸
の
内
町
）
こ
ま
つ
歌
舞
伎
未
来
塾
こ
ま
つ
邦
楽
舞
踊
教
室
代
表

日
本
こ
ど
も
歌
舞
伎
ま
つ
り
in
小
松
実
行
委
員

て
ら

し
ま

ひ
ろ
し

　昭
和
45
年
に
職
場
の
先
輩
の
誘
い
が
き
っ

か
け
で
民
謡
を
始
め
ら
れ
た
山
本
さ
ん
。
担

い
手
の
育
成
に
力
を
注
が
れ
る
と
と
も
に
、

地
域
に
眠
る
民
謡
の
発
掘
と
創
作
活
動
に
も

積
極
的
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　特
に
、
平
成
25
年
の「
加
賀
献
木
木
遣
り
」

復
活
に
尽
力
さ
れ
、
平
成
27
年
の
全
国
植
樹

祭
を
は
じ
め
、
両
国
国
技
館
で
の
日
本
民
謡

協
会
全
国
大
会
や
東
本
願
寺
、
台
湾
で
の
文

化
交
流
で
も
披
露
す
る
な
ど
、
小
松
の
民
謡

の
魅
力
を
広
く
発
信
さ
れ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
令
和
2
年
の
市
制
80
周
年
記
念
で

制
作
に
携
わ
っ
た
民
謡「
小
松
お
ど
り
」は
、
納

涼
み
よ
っ
さ
夏
祭
り
を
は
じ
め
地
域
の
祭
り
な

ど
で
披
露
さ
れ
、市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

令
和
6
年
3
月
の
北
陸
新
幹
線
金
沢
敦
賀
間

竣
工
開
業
式
で
は「
曳
山
八
基
祝
い
の
唄
」を

お
披
露
目
し
、
高
い
評
価
を
得
ま
し
た
。

　民
謡
の
魅
力
は
そ
の
地
方
ご
と
に
違
う
特

色
。
そ
の
特
色
を
理
解
し
楽
し
む
こ
と
を
教
え

る
上
で
大
切
に
し
て
い
る
と
山
本
さ
ん
。「
感

謝
と
喜
び
」を
大
切
に
、
人
生
を
楽
し
み
な
が

ら
歌
い
続
け
た
い
と
笑
顔
で
語
り
ま
す
。

　長
き
に
わ
た
っ
て
市
の
民
謡
の
レ
ベ
ル
向

上
、
市
民
へ
の
民
謡
の
普
及
・
振
興
に
大
き

く
寄
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
の
風
土
を
反
映
し
た

民
謡
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い

山
本 

正
之 

さ
ん
（
戸
津
町
）

民
謡
山
本
会
会
主

日
本
民
謡
協
会
石
川
・
福
井
県
連
合
委
員
会
副
委
員
長
、
石
川
県
民
謡
協
会
常
務
理
事

4


